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『源氏物語』の研究史 にお いて は、首巻桐壺巻 の後記説や、現存 しない 「輝 く 日の宮」 を想
定す る説、巻 々を紫上系 と玉婁系 の二系列 に分 けて成立順序 を推論する説、藤裏葉巻で一旦欄
筆 した後、時 間を隔てて若菜上巻以降 を書 いた とす る説(三 部構成説)な ど、成立順序(後 記
挿入)や 欠巻 、構 想の断絶 を想 定す るこ とで、 『源氏 物語』 の構造 を説明 しよ う とす る研 究が
多 く出されて きた。て れ らの説 には既 に多 くの反論 も出されてお り、 また桐壺巻か ら出発 した
時点で、長篇物語 として構想 されて いた とす る説 も出されて いるが、その構想 の有 り様 につ い
ては、未だ説が分かれて いる状態で ある。
本論文は、これ ら先行研究 をふまえ、現行巻序 に従 って桐壺巻か ら 『源氏物語』正篇 の構想、
光源氏 の物語の構想 につ いて明 らか にす ることを意図 した もので ある。 光源氏 を中心 に据 えて
『源氏物語』 の構 想 を考 える立場 をとったため、 「構 想」 の範 囲を正篇(桐 壺巻～幻 巻)に 限
定 したが、必要 に応 じて続篇 の記述や用例 も考察 の範 囲に入れて いる。第一章 と第七章第八章
は、 『源氏物語』正 篇全体 を見渡 して、長篇的な構想 を明 らか に しよ うとす るものであ り、第
二章か ら第六章 まで は、 ある巻 ・場面 の表現、人物な どに注 目 して、構想 との関わ りにつ いて
考 えるもので ある。
第一章 光源氏の宿世の構想 高麗人の観相を手掛か りに
第一 章は桐 壷巻の高麗 人の観相 を手掛 か りに、r源氏物語』 の長篇 的な構 想 につ いて考 え る
ことを目指す。古注以来、高麗人 の相 人の言葉 に示 された光源氏の 「帝王の上なき御位 にのぼ
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るべ き相」の実現 を、藤裏葉巻 において 「太上天皇 になず らふ御位」 を得 た 乙とと考 える説が
多 く出されて きた。三部構成説 につ いて多 くの批判が 出され なが らも支持 されて きたのは、 こ
の考 え方 が背景 にある と見 られ る。一方、 「太 上天皇 になず らふ御位」 を得た のは表向 きの叙
位 に過ぎず 、実質は濡標巻 にお いて 「帝 の父」 にな った ことで達せ られた とす る説 も出されて
いる。ただ し高麗人の観相の解 釈 によっては、濡標巻 におけ る光源氏 の感慨 「宿世遠か りけ り」
と矛盾する可能性 も指摘 されている。
高麗 人の観相 には、 史書 ・歴 史物語 の観相 にも見 られ る常套的表現が使われてお り、文意は
明快 である と思 われる。 すなわち光源 氏は帝 王の相 を している。「帝王」の相 として見 ると 「乱
れ憂ふる こと」 の可能性 があるが、臣下の相ではない とい うのが、そ の意味す るところで ある
と指摘 した。従 来問題 とされてきた桐 壺帝の対応 につ いては、 臣下 の相ではない という相人の
言 葉か ら臣下 では終わ らない と考 え、光源氏 を 「ただ人」(臣下)に 下す ことが 「行 く先 も頼
もしげ なめる こと」 と捉 えたのである と考 えた。
また光源氏 自身は濡標巻 にお いて冷 泉帝 の即位が かない帝 の父 となった ことを もって、高麗
人の言葉が実現 した と見、帝 と后 の父 になる という ことに 自らの 「宿世」 を見 ている ことが窺
え、 自 らは帝位 に即かな い ことで 「乱れ憂ふ る こと」 を避 けた と見 る ことができる。従来相 の
実現 とされて きた.「太上天皇 になず らふ御位」は天皇 ・上皇 と同義 ではあ りえず、 しか もそ の
位 を得 る場面 は、冷泉帝 の光源氏へ の譲位 断念 とともに語 られて いる。光源氏 は 「太 上天皇 に
なず らふ御位」 を得た ことで、 臣下で終わ らない ことになったものの、 同時 に帝位 に就 かない
ことも確定 した ので ある。高麗人 の観相 は、物語上 「太上天皇 になず らふ御位」 を得 るに留 ま
り世 の乱れ を避 けた という表 の意 味 と、密通事件 によって帝 の父 になった とい う裏 の意味 を
持っている。公 にで きな い(光 源氏の意識上の)達 成 と、公 の達成 とが 明確 に描 き分 け られ て
いる ところ に、 この物語 の構想がある と考えた。
さ らに疑念の形で示 されていた 「乱れ憂ふ ること」 を視野 に入れれば、藤裏葉巻 を越 えて光
源氏 の生涯 の有 り様 を指 し示 していた と見る ことができ る。従来高麗人 の観相 との関係か ら論
じられる ことはなかったが、若菜上巻 にお いては、高麗人 の観相 と照応 して いた桐壺院 の遺言
が引かれた 上、光源 氏 を臣籍 に下 した ことを想起 させ るような表現が使わ れ、 「ただ人」 とい
う言葉 が頻 出 している。光源氏が 「ただ人」 であ りなが ら 「太上天皇 になず らふ御位」 を得た
ことの意 味が問われているのである。光源 氏は、 帝 と后の父 にな ることに、 自らの 「宿世」 を
見て いたが、冷 泉帝 の後 継者不在 のま まの譲位 と、報い を思わせ る女三の宮の密通 と薫誕生 を
経て、そ の 「宿世」 は、 「口惜 しくさうざ うしく」 「なほ飽かぬ こと多か り」 と再認識 される。
一方后 の父 である ことについて も、 明石 の入道へ の夢 告 と願文 とが明 らかにされ、光 源氏の運
命 はそれ に引かれ たもの との認識 に変化 して いる。
高麗 人の観相 には光源 氏の生涯 についての構想 が示されていた。帝王の相 を持ちなが ら、「乱
れ憂 ふ ること」 を避 けて 「源氏」 にされ、 っい に帝位 に即かな い。 しか し帝 の父 とな り、 「太
上天皇 になず らふ御位」 を得 る ことで、 臣下 では終 わ らない。 桐壺巻 において高麗人の相 人 に
観 じられ てか ら、幻巻 にお いて 「宿世 のほ ど」 を見果 てるまでの、光源 氏の 「宿 世」 の物 語の
構想が ここに確認で きるので ある。
第二章 「恩賜の御衣 は今此 に在 り」 花宴巻か ら須磨巻へ の回路一
須磨巻 には、光源氏が菅原道真 の詩句 「恩賜 の御衣 は今此 に在 り」 を吟 じ、 自らも 「御衣」
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を傍 らに置 くとい う場面がある。 朱雀帝 が光 源氏に御衣 を下賜す る記述 は物語 にな いというの
が定説 になっているが、 この引詩か ら想起 されるのは、花宴 で光源氏が春宮(後 の朱雀帝)の
所望 に応 じて 「春鶯噂」 を舞 った場 面ではな いか と考 えた。第二章は この問題 を端緒 に、光源
氏 と朱雀帝 が共 にいる場面 を確認 し、光源氏 の須磨退居の構想 のもとに二人 の関係 を描 いて い
る こと、花宴巻か ら須磨巻へ の連繋 を考 える ことを 目指 した。
須 磨退居以前 に朱雀帝 と光源氏 とが対峙す るのは、 この花宴 の場面 と賢木巻 の父院亡 き後 に
対面 し昔を偲ぶ場面 をお いて他 にない。花宴では(次)帝 と臣下 として、賢木巻では兄 と弟 と
して の良好な関係が描かれて いるので ある。そ して花宴で光源氏が舞った 「春鶯聴」が、後の
巻で三度 にわた って 回想 され、光源氏 と朱雀帝 との関係 を語 り、桐壷 ・朱雀 ・冷泉三代の状況
の変 化 を示す もの として機能 してい るこ とを指摘 した。 「春鶯聴」は 『教訓抄』 にお いて 「春
宮 ノ立給 日」 に演奏 され る曲 とされてお り、春宮が舞 を所望す るにふ さわ しい曲 と見 られる。
また既 に指摘 されて いるとお り、光源氏 の采配 によ って準備 された 「春鶯ロ韓」 と 「柳花苑」 と
を番 え る趣向が、 『菅家文 草』 にお いて宇 多天皇 を 「言祝 ぐ」詩 に詠 まれて いる。 花宴の 「春
鶯鱒」 「柳花 苑」 の舞が 『菅家文 草』 を背景 に据 えてい るとす る と、須 磨巻で吟 じられた 「恩
賜の御衣」が この花宴の場面 を念頭 において いる可能性が高 くなるのではないか と考えた。 両
方の場面 にお いて道真の詩が引かれ ることで、桐壺院一 朱雀帝一 光源氏 と宇多帝一 醍醐帝一 菅
原道真 との重ね合わせ が、 よ り強固な もの として提示 され る。 「恩 賜の御衣」の 引詩 によ り、
かつて の二人の良好な関係が、道真 の故事同様、父院の遺言 にそむ いて悪意の人 に引 き裂かれ
るという構 図が示 されている と見 ることがで きるのである。須磨退居 の契機 となる朧月夜の記
事 にとどまらず 、朱雀帝 と光 源氏 との関係 につ いて も花宴巻か ら須磨巻へ、明 らかな回路が引
かれて いることが指摘できるよ うに思 う。
第三章 須磨巻 の道真引用
『源氏物語』須磨巻 には、道真 の引詩が二箇所(「恩賜 の御衣は今此 に在 り」 「ただ是れ西に
行 くな り」)と、道真 の伝 説 によ る記述 が一箇所(「駅 の長 に くしとらす る人」)見 られる。 こ
れ らは、光 源氏 と道真の心情 ・境遇 を重ね、それ を背景に物語 を読 ませ る効 果 を持つ と考え ら
れるが、そ うしてみた時、 引用箇所 に とど'まらず、そ の前後 にまで道 真の故事 を思 わせる記述
が連ね られている ことに気 付 く。菅原道 真の引用 と光源 氏の須磨退居の構 想 との関わ りを明 ら
かに しよ うとす るのが第三 章の 目的である。
道真の詩句 ・伝 説の引用 と前後の記述 とによ って、光 源氏の 「おち とま りぬべ」 き行 く末、
さ らな る 「左遷」 「西行」へ の不 安が示 され る。光 源氏 の境遇 と道真 の境遇 とがかな り異 なる
に もかかわ らず 、須磨巻 の光源 氏が道 真に重ね られるのは、それによって須磨 退居 を余儀 な く
させ られ た 「無實 の罪 の内容」(廃立)を 暗示 し、 さ らなる 「西行」 という物語 の展 開を も暗
示 するためである と見 る ことがで きるのではないか と指摘 した。廃立 を企てた罪 で遠流になる
ことを避け光源 氏は 自ら須磨 に退居 したが、須磨に渡って もなおその身は安泰 ではな く、 左遷
の宣 旨が下るおそれを常 に背負っている と語 られている。光 源氏は須磨か ら明石 へ渡るが、「明
石」は道真の伝 説の地であ り、太宰府 への途次で もある。物語は菅原 道真の故事伝 説 を引 くこ
とで、光源 氏が廃 立の罪 によ り左遷 され る という展 開をほのめか しなが らそれ を逆 転 させ、 さ
らに道真の雷神伝 説 を思わせ る形で都 への復帰 を実現す るのである。 菅原道 真に准 え られて明
石に渡 って初めて、史上例 のな い復帰の物語が展開 し得た と見る ことができるのであ る。
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第 四章 「長恨歌、王昭君な どや うな る絵は」一 絵合巻の 引用 と秋好 中宮
絵合 巻で秋好 中宮 のため に光源氏が物語絵 を用意す る場面 に、 「長恨歌、王 昭君な どや うな
る絵」 を 「事 の忌 あ る」 もの として避 けた と語 られて いる。 「長恨 歌、王昭君」が選ば れな い
絵 と して、敢 えて名が 出されたのは、それ によ って秋好中宮 を象徴す る意味が あるのではな い
か と考 えた。 「長恨 歌、王昭君」 の名が 出された物語構想 上の意味 を考 えた いというのが第四
章の趣 旨であ る。
「長恨歌」は桐壷 帝が亡 き桐壷更衣 を偲ぶ場面 に引かれ、 「王昭君」 は須磨巻 で光源氏 が 自
らの行 く末 を憂 い 「わが思ひき こゆる人な どをさや うに放 ちや りた らむ こと」 を思 った として
語 られ ていた。 「長恨歌 ・王昭君」は この桐 壺巻 ・須磨巻 の状況 を想起 させ る。秋 好 中宮 の絵
合での勝利は、桐壷更衣の鎮魂 、光源 氏須磨 退居 の報復 を意味す る ことになる と思 われる。 し
か し一方で秋好 は 「御 髪ざ し」 を折る とい う楊貴 妃を思わ せる行 為を し、朱雀 院の 「思ひ人」
として語 られる。光源 氏は院の思 いを知 りな が ら、秋好 の入内を決定す る。 前帝 の、 そ して 自
らの 「思ひ人」で もある秋好 中宮 を別 の王(冷 泉帝)に 「放 ちや」 って しまうので ある。 これ
は王昭君の物語 の構 図に重な るもので ある。
秋好 中宮入 内の物語 は絵合巻 に始 まる。 ここで 「絵合」 という場面設定がな され るのは唐突
で ある とも思われ るが、王昭君 の物語が背後 にある とす るな らば、不可避 の設定 と考 え られ る。
かつて須磨 の風景 は王 昭君 の詩 に詠 まれた辺地 の情景 に重ね られて いた。絵合巻でそ の光源氏
の須磨 の絵 日記が公 に出され る。 また、元帝が王昭君 の絵 を描かせた ように、朱雀院 の命 によ
り 「思ひ人」秋 好中宮の絵(「大極殿 の儀式 の絵」)が描かれて もいる。須磨の絵 日記 による勝
利 で、秋 好 中宮 の後宮 で の地位 は揺 る ぎない もの とな る。 しか しそれ は、朱雀 院 ・光源 氏の
「思 ひ人」 を 「放ちや」 った結果で もあったのである。
秋好 中宮 をめ ぐる朱雀院 ・光源氏 ・冷泉帝の関係 に 「長恨歌、王昭君」 の物語を重ねてみる
と、光源氏が秋 好 中宮 を冷泉帝 に入内させ た ことは、 前帝の 「思 ひ人」 を別 の帝 へ嫁がせる こ
とで あった とい う物語構想 上の意 味が見 えて くるのである。
第五章 「風 こそげ に巌 も吹き上げつべきものな りけれ」
一 野 分巻の垣 間見 と紫 の上 の居所一一一一
第五章では紫 の上の呼称 と居所 の問題 について考 えた。 玉上琢彌氏 は、野分巻 の夕霧 の垣 間
見 場面 を根拠 に、紫 の上は六条院 にお いて 当初寝殿 に居住 して いた とされ、 「「梅枝」 の巻で作
者は内親王の御 降嫁 を構想 して、紫 の上 を寝殿か ら東 の対 に移 したのである」 とされ た注一。
これは三部構想説 を支持す る立場か ら、そ の構想転換 の時期 を指摘 したもので ある。紫 の上 の
寝 殿居住 につ いて は反論 が出 され、現在 は 当初 か ら東 の対 に居住 して いた とす る説が有 力 に
なっているが、野分巻 の垣間見 は相変わ らず 「寝殿」で行われた とす る見方が定説 となって い
る。 これは東 の対 に居住 して いたとす る説 と矛盾す る。
野分巻 にお いて夕霧が紫 の上 を垣間見す る場面 につ いて、二人 の位置関係 と風向 きを検討す
る と、 む しろ この場面か ら紫 の上が東の対 にいた と読め る。垣間見の場面 には 「何心 もな く見
入れ たまへ る」 とあ り、夕霧が東の渡殿 を通 った際、偶然見えた という描 き方 にな って いる。
夕霧 が寝殿 に向か う際東 の渡殿 を通 る必要はな く、東の渡殿 を通 ったのであれば 、東の対 に向
か った と見 るべ きで あると思われ る。
紫 の上の 「春 の上」か ら 「対の 上」へ とい う呼称の変更 には、それ まで 「対の姫君」 と呼ば
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れて いた玉髪が髭黒 と結ばれて六条院か ら退場 した こと、明石の姫君の入内によって六条 院春
の町が、彼女の里邸 となる ことが関係 して いると考 え られ る。 しか し若菜 上巻 に入って、紫 の
上が、寝殿 に住む女三の宮 に対 して 「かの対 にはべる人」 と呼ばれ る ことを見 る と、 玉上氏が
主張 されたよ うに、呼称の変更が皇女の六条院入 りの構想 に拠る とする説は否定 できない。但
し、真木柱巻 と梅枝巻の問に構想の転換があって居 室の移 動が行 われたので はな く、 当初か ら
構想 されて いた もの と見る ことができ るのである。
紫 の上は六条院 に入った当初か ら東の対 に住んでいた。 そ してそ れは、少女巻以 降継続 して
語 られてきた光源氏の夕霧への警戒 とい う点か ら見 て、当然の配慮 であった と思 われ る。野分
の風が東の対の渡殿 に面 した妻戸 を開けた。その時、 屏風 も畳 み寄せ られ、御簾 も吹き上げ ら
れて いた。そ して、紫の上は前栽 を気 にして廟 の御座 に出ていた。 夕霧 が紫 の上 を垣 間見 たの
は、そのよ うな千載一遇の機会であった と語 られているのである。
第六章 「帝の御妻を もあやまつ」 若菜巻 の密通 をめ ぐって..
第六章では、女三の宮 と柏木 との密通の物語構想 上の意 味について考 えた。若菜 上巻 に至 っ
て初めて物語 に登場 した女三の宮が、光 源氏の人生観 を大 き く揺 るがす 密通事件 を引き起 こし
た。光源氏は、密通の結果である薫の誕生 を藤 壷 と光源 氏 との密通、冷 泉帝誕 生の応報 と嘆 き、
苦悩 して いる。少女巻以来光源氏が夕霧に警戒の 目を向けている ことが語 られ、 夕霧 と紫 の上
の密通の可能性が ほのめかされていたが、実際の密通 は警戒 の外 にあった柏木 と女三 の宮 の間
に起 こった。 この密通が過去の密通の報い とするな らば、 なぜ若菜 なのか、 なぜ女三 の宮 と柏
木 との間 にお こったのかが問題 になるであ ろう。
柏木は、女三の宮の降嫁の候 補者 として、叔母朧 月夜に仲介 され た ことが語 られ、女三 の宮
は故藤壺中宮の妹の娘である ことが語 られ る。柏木 は朧月夜のゆか り、女三 の宮 は藤 壷のゆか
りとして紹介 され ることによ り、過去 に密通 を犯 した 「帝の御妻」 の縁者 である ことが示 され
て いるのである。 また女三の宮 と柏木の密通は二度 にわたって 「帝 の御妻 をもあや まつ」 こと
と比較 されて語 られている。女三の宮は、前巻藤 裏葉巻において 「太上天皇 に准 ふ御位」 を得
た光源氏の正妻 として、 「帝の御妻」 に擬される存在 である。
光源氏は、紫の上 と女三の宮 に関 して、息子夕霧 に警戒の 目を向けていた。そ れは、 自分 と
藤壺 の密通 を、継母 との密通 と認識 していた ことを示 している。物語 は、紫 の上(継 母)'と夕
霧 との密通の可能性 をほのめか しなが ら実現 しない。 実際の密通は、警戒 の外 にあった女三 の
宮 と柏木 との間、過去 に密通 を犯 した 「帝の御妻」 のゆか りの者の間に起 こったのである。 ま
たそ の密通 は、 「太 上天皇 になず らふ御位」 を得た光源氏 の処 遇が語 られ始 める若菜巻 に至 っ
て、初めて現実の もの となった。女三の宮 と柏木の密通は、准太 上天皇光源氏 の妻一 「帝 の御
妻」 との密通 とな った。物語 は、 「帝 の御妻 をあや まつ」 ものであ った藤壺 と光 源氏 の密通 の
記憶 を呼び起 こし、問 い直す と見 ることがで きるのであ る。
第七章 光源氏の晩年の構想(上)時 間叙述の方法 に着 目して
第 七章第 八章は、 『源氏物語』 の時間叙述 の方法 に着 目して、光源氏 の晩年 の構想 について
考 えた。従来若菜上下巻の物語 の方法の変化が問題 にされて きた。 しか し藤 裏葉巻 と若菜上巻
との間の明 らかなつなが りも指摘 されて いる。継続 を示 しなが ら、藤裏葉巻 以前 と若菜上巻 以
降 の世界 を隔つ ものは何なのか、光源氏晩年 の構想、方法 を明 らか にしたい とい うのが、第七
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章第八章の趣旨で ある。第七章では 『源 氏物語』 正篇の時間表現、時間叙述 の方法 を分析 した
上で、若菜上下巻 におけ る方法の変化、特異性につ いて考 察 した。
正篇 の時 間叙 述の方法 を分析す る と、時間 を停滞 させ て人物 たちの感情 を描 く方法(①)、
時間 の経過 に従 って場 面を積み重ね、物語 を展開 させ てい く方法(②)、 数 日間(数 週 間)同
じ状況が続 いた ことを描 く方 法(③)、 時 間の経過 を示 さぬ ままある場面 が契機 とな って次 の
場面が語 られ、その場面が また次 の場面の契機 となる とい う叙 述方法(④)な どを見いだす こ
とができた。 また月 日設定は、0時 間の経過 を示す機能、②時間 を停滞 させ、人物の対 話心理
を描 く場面 に時空間的な設定 を与える機能、③登 場人物の回想を促 し、読者に過去 の物語 を喚
起 させ る機能、④場面の同時性 を確保す る機 能 を有す ると見 ることができた。 これ らの方法が
組み合わ されて、 『源氏物語』 の時間は構成 されてい ると見る ことができる。
若菜上巻は、前巻巻 末か らの時間の継続 を示 しなが ら、そ こか らの懸隔を も示 して語 り出 さ
れ る特異な巻であ る。 また 冒頭時間の経過が示 されな いままに、女三の宮の行 く末 を悩む朱雀
院の心中 と、人々 との対話 を積 み重ねる方法が とられている。 時間の契機 な しに場面を積 み重
ね る方法は他の巻 にも見 られ るが、一人(朱 雀院)の 感情 を中心 に据え、それ に作用す る入 々
の言動 を挟み込む ことで、物語 を展開 させる手法は他 に類 を見な いものであった。 朱雀院の決
心がつ くと、 「年 も暮れぬ」 と時節 が告 げ られ る。 冒頭 示 され た時 も 「年 暮れ ゆ くままに」 で
あ り、朱雀院が逡巡 して いる間、時間がほ とん ど経過 して いなか った ことが示 される。 これ以
後、数 日単位 の時間の経過 が記 されて、 「年 の暮」 の押 し迫 った時 間 とともに、物語 は急 速 に
流れ始め、 月日の表記に従 って物語 が進行 している。
新年 に至 り、光源氏の加齢(四 十歳)が 告げ られ る。桐壺巻 で光源氏の通過儀礼 に際 し年齢
が語 られて いたが、 帯木巻以降全 く語 られていなかった。 若菜上巻 において再び光源 氏の年齢
が語 られる ことを方法の変化 と見る説が多いが、光源氏の年齢が語 られない間は、光 源氏の任
官 と子 供たちの通過儀 礼の年齢の対応 によって時の経過 を語って きた と見る ことができ、 若菜
上巻 の四十歳 も、四十賀 とい う通過儀 礼の年齢 ゆえ に記 されてい ると見るべきである と思 われ
る。四十歳以降の光源氏の年齢は、 薫が誕生 した四十八歳 しか記 されて いない。光源氏の人生
の節 目節 目を語ってい く方法は一貫 した もの と見 る ことができるのである。 ただ し若菜上下巻
には、光 源氏以外の人物の年齢 も多 く記され、 これ によって年月の経過、加齢 を意識 する人 々
が描かれて いると見る ことができる。
若菜 上下巻 には、 年の暮が四回、新 年が三 回描 かれている。 これ もこれまでの巻 に見 られな
かった ことであ る。年の暮か ら新年までの時間の繰 り返 しによって、八年の時間が刻 まれ、年
月の経過が描かれる。 その中で年の暮の押 し迫った時 に流 され、新年 に加齢 を意識する人々が
描 かれてい くことになるのである。 さ らに、 その間告げ られる 日付の表記は、過去 の物語 を喚
起 し回顧 す る人々 を描 く。押 し迫った時 と、加齢 の時の繰 り返 し、そ して過去の引用、 これが
若菜 上下巻 を形造 る時間である と見 る ことができる。
第八 章.光 源氏の晩年の構想(下)・ 登場 人物 の時間意識 に着 目して一
第 八章は登場人物の時間意識 に着 目して、 若菜 上下巻以降 と以前 との連繋 と差違 を明 らか に
する ことを 目指す。 また登場人物の時間意識 と第 七章で検 討 した時間叙述の方法 との関わ りに
ついて も検 討 を加え、 光源氏の晩年を描 く方法 と光源氏の物語の終焉へ向かっての物語 の流れ
を跡づける ことを目指 した。
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若 菜上下巻 には、 回顧 ・回想 な ど過去へ の意識、行 く末や後代への意識、宿 世の意識な ど登
場人物が時間を意識す る様子が多 く語 られて いることも指摘 されている。 しか し一方で月 日表
記を伴 う歳 時の記 述 と回想 などは梅枝 ・藤裏葉巻 にもあることが指摘され、若菜上巻以降の方
法 の変化 とは捉 え られな いとの批判 も出されて いる。
時 間叙述 の方法、登場 人物 の時 間意識 の観点か ら藤裏葉巻 と若菜上巻 を比較す る と、次 のよ
うに見 る ことがで きた。すなわ ち月 日表記 を伴 う歳時の記述 と回想な どについては、 両巻 とも
に類似 の方法が と られて いるものの、登場人物の時間の経過 ・堆積 の意識や、光源 氏の老 いを
語 るのは、若菜上巻 に至 ってか らで あ り、後継、 「行 く末」、宿世の意識 も、若菜 上巻 に入って
か ら現れ るので ある。時間叙述 の方法 においては、両巻 に連繋を見 る ことがで きるが、そ の中
で語 られ る登場人物(特 に光源氏)の 時間意識 においては、明 らかな転換 ・変化 を認める こと
がで きる ことにな る。梅枝巻 ・藤裏葉巻 には、年月 日を伴 う歳時の表 記、 回顧、登 場人物 たち
の身の上な どが語 られ、晩年の状況、物語方法が、既 に始 動 している と見 る ことが できる。 し
か し光源氏 に、そ の自覚はない。状況 の矛盾、苦悩 に満 ちた思い出、老 いめ意識 な どは、若菜
上巻以降 に語 られ ることになる。 また物語 の変化 は、 両巻 の間の類似表現 の使 い分 けによって
も、形作 られてい る。
「もの思ふ と過 ぐる月 日も知 らぬ間 に年 もわが世 も今 日や尽きぬる」 という光源氏 の物語 の
最後 に記 された和歌 には、若 菜上巻 以降語 られてきた時 間の経過 ・堆積 の意識 を認 める ことが
で きる。 「過 ぐる月 日」の意識、時 間堆積 の意識 こそが、光源氏 の晩年 を象徴的 に示す時間意
識であ った と見 る ことができるのである。
終章 ま とめ と今後の課題
終章では本論 文の結論 と問題点 をま とめた。
青表紙 本に依 拠 して考察 を進めたため、得 た結果が青表紙本 の構想 にす ぎな い可能性 もある
ので、今後別 系統 の本文 への 目配 りも必要 である と考 える。 しか し別 の物語 とすべ きほ どの異
同はな く、 『源氏物語』 の構想 を考察す る ことは有効で ある と思われ る。
考 察の結果 か ら 『源 氏物語』 は長篇 の物語 として桐壺巻 か ら書 き進 め られた と考 え られ る。
高麗 人の観相 には光源氏 の物語 の構想が示 され ていた と見 る ことがで き、その射程 は、若菜上
下巻 以降にも及ぶ ものであった。 また、物語 の叙述 の方法か らも、光源氏 の人生の節 目節 目を
語 ってい く、一貫 した方法が採 られ ている ことが確認で きた。藤裏葉巻 を構想 の切れ 目と見 る
説 の根拠 にもされて きた紫 の上の居所 は、 当初か ら六条院東南 の町の東 の対で あった と見 るこ
とができ、構想 の転換 を見 る ことはで きない。夕霧へ の警戒 という点か ら見れば、少女巻か ら
の一貫 した流れ を見 る ことが できるのである。そ してそれが、若菜巻 の女三の宮 と柏木の密通
へ と繋がって いた。 さ らに若菜 上下巻 にお ける物語方法 の変化は、光源氏 の晩年 を描 くため に
選 び取 られ た方法で ある と見 る ことがで き、光源氏 の物語 の終焉へ と繋が るものと見 ることが
で きるので ある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 『源 氏物語』の桐壺巻 か ら幻巻 に至 る正篇の物語 につ いて、物語の背後 に措 定 さ
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れる"構 想"を 視 座 とし、後 の物語 の展 開に関わ る予言 的言説 とそ れを解釈 し評価す る言説、
方法 としての漢詩文 の引用、 人物 の登場や事件 の意 味、 時間叙述 の方法 の意 図等 を考察す る こ
とによって、 その世界の枠 を形成 して いる光源氏 の物語 が どのよ うな物語 として始 発 したのか
とい うことを明 らかに しよ うとしたものである。
全体 は、 「序章 研究 の 目的 と方法」、 「第一章 光源氏 の宿世 の構想 高 麓人の観相 を手
掛か りに 」、「第二章 「恩賜 の御衣 は今此 に在 り」一 花宴巻 か ら須磨巻 への回路 」、
「第三 章 須 磨巻 の道真 引用」、 「第四章 「長恨歌、王昭君な どや うなる絵 は」.絵 合巻 の
引用 と秋好 中宮 」、 「第五 章 「風 こそげ に巌 も吹き上げ つべ き ものな りけ り」一...….一野分巻
の垣 間見 と紫 の上 の居所 」、 「第六 章 「帝 の御妻 をもあや まつ」 一若菜巻 の密通 をめ
ぐって 一.」、 「第七章 光 源氏晩年の構 想(上)・ 時間叙述の方法 に着 目して 」、 「第八
章 光源氏 晩年の構想(下).登 場人物の時間意識 に着 目して 」、 「終章 ま とめ と今後
の課題」か ら成 る。
まず 「序 章 研 究 の 目的 と方法」では、 『源氏物語』 の成立 と構 造 につ いて、首巻桐 壺後記
説、藤裏葉欄筆後 に時 間を隔てて若菜上巻以降 を書 きつ いだ とす る三部構成説等 の構想 の断絶
を考 える説 に対 して、論者 は、現行巻序 に従 って桐壺巻 か ら長篇物語 として 『源氏物語』が書
かれ た という見濫 しの もとに、 『源氏物語』正 篇、光 源氏 の物語 の長篇的構造 を明 らか にす る
ため に、"構想"と いう視座か らそれ を解明す る という方法 が提示 され る。 問題解 決のため に
有効 な方法 として評価 され よう。
「第一章 光源 氏の宿世 の構想一 高麓 人の観相 を手掛 か りに.」 では、桐 壷巻 の高麗人
の観 相 を手掛か りにして、 『源氏物語』 の長篇 的な構想 とそ の射程が究 明される。古注以来、
高麓 人の相 人の言葉 に示 され た 「帝王 の上なき御位 にのぼ るべ き相」 の実現 を藤裏葉巻で 「太
上天皇 になず らふ御位」を得 た ことと考 える説が多か った のに対 し、論者 は 「乱れ憂ふ ること」
とい う表現 を視野 に入れ て、藤裏葉巻 を越 えて光源氏 の生涯 の有様 を指 し示 して いた とす る。
藤裏葉巻 に続 く若菜 上巻 にお いて、高麗 人の観相 と照応す る桐壺院 の遺言が 引かれ る こと等 を
論拠 として、従来 の説 を批判 し、桐壺巻 にお いて高麓 人の相人 に観 じられてか ら、幻巻 にお い
て 「宿世 のほど」 を見果て るまで の、光源氏 の 「宿世」 の物語 の構想 を確認で きるとす る論者
の結論 は、高 麓人の言葉 の射程 を十分 に見定 めて きた とは言 いが たい従来 の研究 に対 して、桐
壷巻始発 の時点 にお ける正篇 の物語 の構想 の規模 と内容 を明 らか に し、三部構成説 の根拠 をゆ
るがす もので あ り、研究史上高 く評価 され るべ き、意義 ある成果 というべ きで あろう。
「第二章 「恩賜 の御衣 は今此 に在 り」・ 花宴巻か ら須磨巻へ の回路 」では、須磨巻
にお いて光源氏 が吟 じた菅原道真 の詩句 の引用 の意義 につ いて、それが、光源氏 と朱雀帝 との
良好 な関係が語 られて いた花宴 の場面 を想起 させ るもので あ り、道真 の故事 同様、悪意 の人 に
二 人の関係が 引き裂かれ るという構 図を示 しなが ら、光源氏 と朱雀帝 との関係 につ いて花宴巻
か ら須磨巻へ と回路が 引かれて いることが 明 らか にされ る。道真 の詩句 の引用か らそ の構想 を
透視 す る論者 の指摘は、 したが うべき もの と思 われる。 「第三章 須磨巻 の道 真 引用」では、
道真 の引詩が二箇所 み られ る須磨巻 に道真 に関す る故事 を思わせ る記述が重ね られて いること
が指摘 され、そ の引用 によって須磨退居 を余儀な くされた罪 の無実 を暗示 し、さ らな る 「西行」
とい う展 開をも暗示 して いる こと、道真 の雷神伝説 を思わせ る形で都 と政権への復帰が実現す
る、復 帰の物語 が展 開 している ことが 明 らかにされ る。光源氏 の物語 の長篇的構想 に、光源氏
の政治 的生涯 に関わる、巻 を越 えるさまざまな構想が重ね られ、物語 の枠 として の光源氏の物
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語が形成 され る機構 を具体的 に解 明す る、す ぐれ た成果 と して評価 され よう。
また 「第 四章 「長恨歌、 王昭君な どや うなる絵 は」一 絵合巻 の引用 と秋好 中宮 」 に
おいては、絵合巻 で秋好 中宮 のために光源 氏が物語絵 を用意す る場面 に 「長恨歌、王 昭君な ど
や うなる絵」 を事 の忌 あるもの として避 けた ことが語 られて いることの意味、すなわ ちことさ
らに 「長恨 歌」 「王昭君」 の名が 出 された ことの構 想上 の意 味が、秋好 中宮 をめ ぐる朱雀院 ・
冷 泉帝の関係 に 「長恨 歌」 「王 昭君」 の物語 を重ね、光源 氏が秋好 中宮 を冷 泉帝後宮 に入 れた
ことが前帝 の 「思 ひ人」 を別 の帝 に嫁がせ る ことであ った と語 ろうとす るものであ った とい う
ことが 明 らか にされ る。 また 「第五章 「風 こそげ に巌 も吹 き上げつべ きものな りけ り」一
野分巻 の垣間見 と紫の上の居所一 」 にお いては、紫の上は六条院では当初寝殿 に住.んでいた
とす る玉上琢彌説 に対 し、論者は六条院 に入 った ときか ら東の対 に住んでいた ことを論証 し、
少女巻以来継続 して語 られて きた光源氏の夕霧への警戒 をあぶ り出す もの としてその意義 を考
え る。若菜上巻以降の女三 の宮 と柏木の密通 を予告す る もの としてみる こともできる、構 想上
興味 ある問題の指摘 といえよ う。 また 「第六章 「帝 の御妻 をもあやまつ」 若菜巻 の密通
をめ ぐって・ 」 は、女三 の宮 と柏木 の密通 の物語構 想上の意 味を、光源氏 の警戒 の外 にあっ
た女三の宮 と柏木 との問に起 こった密通 が 「帝 の御妻 を もあや まつ」 ものであった藤 壺 と光源
氏の密通の記 憶を呼び起 こし、 問い直す ものであった ことを 明 らか に し、 前章 ともあわせ て、
部分的構想 にみ える幾つかの構想 の意 味 ある連鎖 がみえて くるこ とになる。 『源氏物語』正篇
における構想 が どのようなものであったか とい うことをあ らためて考 えさせ る ことにつなが る
成果 である。
「第七章 光源氏晩年 の構想(上)時 間叙述 の方法に着 目して一 」、 「第八章 光源氏
晩年の構想(下)登 場 人物の時 間意識 に着 目 して 」 にお いて は、 『源 氏物語』の時間
叙述 の方法 に着 目 して、光源氏晩年の構想 について考察する。後 継、 「行 く末」、宿世 の意識が
若菜 上巻 に入 って か ら現 れ、 「過 ぐる月 日」 の意識、時間意識 の堆積 の意識 こそが、光 源氏の
晩年 象徴 的 に示す時 間意識で ある とする、その結論 は、 「宿世」 の物語 として の光源 氏の物語
のあ りよ うを明 らか に し、 『源 氏物語』 正篇 の枠 としての光源氏 の物語 がいかな る ものであ る
か を、構想 を視座 として解明 した、研 究史上画期 をなす ものとして位置付 けられ るべ きで あろ
う。
巻 と巻 とを連繋す るさまざ まな構想 による展開 を指摘す るとともに、従 来の研 究では正篇途
中の藤裏葉巻 まで と考え られて いた、桐壺巻 におけ る高麗人の観相の言の射程 が、最後の幻巻
にまで及ぶ ものである ことを明 らかに し、正篇全体 をおお う構 想を見いだ して、玉上琢 彌 ・松
尾聰 ・阿部秋生 ・森一郎等の主張 した桐壷巻後記説や短篇始発説を しりぞ け、 叙述方法に変 化
をみせなが らも 『源 氏物 語』正篇 の物 語が光源氏 の 「宿世」 の物 語 として構想 され、 その始 発
か らすで に幻巻 まで を見通 していた、長篇的性格 を有す る もので ある ことを解 明 し、 『源氏 物
語』 正篇の構想 と方法 を明 らかに した本論文 は、r源氏物語』 の構造 について も、構想 を指 標
とす る視 座か ら、藤裏 葉巻で の物語 の完結 を前提 とす る三部構 成説 に再考 をせ まる もので あ
り、 『源 氏物語』研 究 の進展 に寄与す る ところ少な くな い成 果 をあげた もの として高 く評価 さ
れる。
よって、 本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認め られる。
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